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もういくつねると・・・ お正月について
今年も残すところ数えるほどとなりました。お正月は日本においてもっとも古い行事とされ

ており、年神様（としがみさま）を家族みんなでお迎えする行事です。年神様は健康をもたら
し、子孫繫栄や五穀豊穣を授けてくれる神様だと言われています。昔は年の初めに年神様をお
迎えしておもてなしをし、家の幸福と繁栄をお願いしていたんですね。現在では、家族親戚が
集まり、一年の健康を祈る行事となっているようです。ご家庭でも、ご家族皆の健康を祈願し、
よいお年をお迎えください。

児童の活躍 －与那原っ子 夢実現！－

第２回与那原町教育長杯サンライズカップ（11/27)
３位 男子バスケットボール部

実用英語技能検定(11/18)
２級合格 仲吉兼蔵（５年）

第45回全国ジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会（水球競技）(11/20)
優秀選手賞 髙倉凜樹（６年）

第５０回小中学生珠算競技大会(12/5)
４年生の部 ４位 北原杏

３位 比嘉南紀

第４１回沖縄県なぎなた大会（12/11)
個人試合 ５・６年生の部 優勝
演技競技 ５・６年生の部 ２位
大木ひかり（６年）

小学生ハイビスカス駅伝大会(12/18)
中学年の部 区間賞 大木絆裡（３年）

できるようになったよ！

今学期より、タブレットの持ち帰りも試行的に実
施し、学校としても積極的に教育のＩＣＴ化をす
すめています。最近は、低学年においても授業で
活用しており、児童も楽しく学習しています。「習
うよりは慣れろ」とはよくいったもので、教師が
思っていた以上のスピードで、子どもたちは習得
しています。（写真は１年生の学習の様子です）

６年生の新垣夏鈴さんが、２月に行われる
全沖縄ジュニアバレーフェスタに、島尻選
抜のメンバーに選出されました。がんばっ
てください！

報告に訪れた崎原監督と夏鈴さん

かけ算検定

２年生は算数の学習で九九をすらすら言え
るように、かけ算検定を行っています。合
格した人は校長室で合格証を受け取りま
す。みんな毎日、九九を暗唱しています。
２年生、がんばれ！



校長より

運動会や学習発表会などいろいろな行事があった二学期前半が終わろうとしています。今年度もコロ
ナ禍での開催で、保護者の皆様には何かと制限をお願いした中での実施でした。ご協力ありがとうござ
いました。
子どもたちは、学校行事を通して協力することや目標を持ってがんばることを学んだと思います。毎

日一緒に過ごしている保護者の皆様には、日々のお子様の小さな成長を感じ取りにくいかもしれません
が、間違いなく子どもたちは成長しています。日々、できることが多くなっています。年末にあたり、
この一年を家族で振り返り、できるようになったことを確認して下さい。その成長
のひとつひとつを認め、子どものやる気につなげ、新しい年に向け目標を立ててほ
しいと思います。

学校行事の持ち方については、アンケート、学校評価にからいろいろなご意見を
いただきました。多様な考え方があることは承知しております。学校としては、最
善が何なのかを検討し、今後につなげていきたいと思います。引き続き、ご理解と
ご協力をお願いします。

６年生の謝敷かおさんと我那覇まつりさんが
SDGs について知ってもらおうと、独自に取り組
んでいます。

国語の時間に世界の環境について調べる機会が
ありました。その中で、SDGs について調べてみ
ると、世界中の４６％の人しか知っていないこ
とがわかりました。そこで、より多くの人に SDGs
を知ってもらおうとポスターを作りました。今
後は、自分たちにできることを探していきたい
そうです。

学習の内容を自分たちで広げ、取り組んでいる
姿がすばらしいですね。

ＳＤＧｓとは・・・

人類は、貧困、紛争、気候変動、感染症など、これまで
になかったような数多くの課題に直面しています。この
ままでは、人類が安定してこの世界で暮らし続けること
ができなくなると心配されています。
そんな危機感から、世界中のさまざまな立場の人々が話
し合い、課題を整理し、解決方法を考え、2030 年まで
に達成すべき具体的な目標を立てました。
それが「持続可能な開発目標(Sustainable Development
Goals：SDGs）」です。
現在、日本中の学校でも積極的に取り組んでいます。


